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 ワークショップ「動物の法的地位についての法哲学的考察」 
 
 
【開催日】2009 年 11 月 14 日 2009 年度日本法哲学会学術大会（関西大学（千里山キャンパス）） 
【趣旨】米国、イギリス、カナダをはじめとする諸外国では、法学の分野における動物の位置
づけについての議論が大変盛んになってきている。米国を例にとれば、現在 120 を超えるロー
スクールにおいて動物法の授業が行われるなど、法学者、法律家、ロースクール学生らによる
この分野への関心は高まりつつある。そこでは、立法、判例研究にとどまらず、動物が何らか
の形で法的に保護され、さらに法的利益の受益者であるという認識に伴い、基礎的理論ととも
に具体的な方策が練られている。 
一方わが国では、平成 18 年度に「動物の愛護及び管理に関する法律」（昭和 48 年制定）が
大幅改正され、立法面では動物に関連する法は質量ともに増加しつつある。しかし、動物の法
的位置づけについての倫理に立ち戻っての考察は、現在が萌芽期であるといってよいだろう。
日本は、アニミズムの伝統から動物に対して寛容であるとも見られるが、その一方で、ペット
と実験動物の法的位置づけが全く異なるように、動物の利益は所有者としての人の利益に収束
され易く、その矛盾は法的に真剣に議論されるに至っていない。しかしながら最新の科学研究
により、動物の様々な能力が人間と重複することが発見されつつあること、さらに科学研究に
おいて人間の代替モデルとして動物が日常的に用いられていることに照らし合わせれば、心や
身体について少なくともある程度人間と動物が共有する要素があるという認識が社会の意識に
浸透しており、法においても動物自身について何らかの意味で権利を認めるための条件が生成
しつつあるといえるかもしれない。 
諸外国の動物に対する法の姿勢とその権利生成の理論も、文化的法制度的背景により様々で
あるが、特に欧米では動物を法の枠組みの中に取り入れていこうという積極的な傾向が見られ
る。米国を例に取るならば、司法制度への期待、奴隷解放運動や女性や子供の法的権利獲得過
程と動物のそれとの類似性などが、賛否両論を巻き起こしつつも理論・実践ともに徐々に蓄積
されつつある。このことは、法的権利の生成は、感覚や意識や自律性に由来するものか、それ
とも規約や言語によるのか、あるいは法的利益に収束されるのか、など人と動物の共通する要
素とそうでないものとの両方の観点から現在の枠組みを考えるという、法哲学的にも興味深い
議論へとつながる。 
以上の点から、特にこの時期に、動物法についての議論の蓄積のある国外の研究者を招いて日
本の法理論家たちと今までにない活発な意見を交わすことは、法哲学研究に新たな側面を加え
ることになろうと期待される。 
【報告者】 
青木人志（一橋大学） 
長尾亜紀（大阪大学博士課程修了） 
Pamela D. Frasch (Executive Director at Center for Animal Studies, Lewis & Clark Law School, Oregon, U.S.) 
Kathy Hessler (Professor & Clinic Director at Center for Animal Law Studies, Lewis & Clark Law School, Oregon, U.S.) 
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【コメンテイター】 
嶋津 格（千葉大学）（司会を兼ねる） 
野崎亜紀子（広島市立大学） 
米国からの報告予定者であるHessler氏とFrasch氏は、ともに米国を代表する動物法研究者で
ある。彼女らは共著で Animal Law in a Nutshell (Thomson West, 2010)の出版を予定している。自
身の法律家としての経験やロースクールにおける動物法教育の実践、米国内各地での動物法の
シンポジウムへの参加経験を持つ。Frasch 氏は、米国での動物についての法の判例集 Waisman, 
S. S., Frasch, P. D., & Wagman, B. A. (Eds.). (2006). Animal Law (Third Edition ed.). Carolina 
Academic Press. の編者の一人である。さらに世界的な動物法研究者との交流も深く、彼等は現
在のアジア地域、日本における動物の法的位置づけについて、非常に関心を抱いているとのこ
とである。 
一方日本の報告予定者の一人である青木人志氏は、「動物の比較法文化－動物保護法の日欧
比較」（有斐閣）の著者である。さらに前述の動愛法改正過程での中央環境審議会動物愛護部
会の一員であるため、日本と諸外国との間の法的問題意識がより浮き彫りにされると期待され
る。もう一方の報告予定者の長尾亜紀氏は、法理学における権利生成論、特に動物の権利生成
について研究関心を持つ。米国における動物法の先駆的理論家の Steven Wise 氏や Taimie L. 
Bryant 氏との交流を通じ、日米両国の動物法の状況を熟知した上で、法理学としての独自の見
解を提示されることであろう。                     （以上、古澤記） 
 
古澤は、千葉大学大学院（博士課程後期）で動物の権利について研究中である。今回の企画
は、古澤が 2008 年 10 月に米国オレゴン州での動物法の学会に出席して、研究者と交流を深め
る中で出てきたものである。幸い嶋津の科研費からわずかではあるが報告者の旅費の支給もで
きることから、是非 2009 年の学会でこのワークショップを実現したいと考えている。 
動物の権利というテーマは、ややもすると狭い活動家の内部にのみ限られる議論となる虞も
なしとしないが、このワークショップが、法哲学的な問題関心と広くかかわる形で、このテー
マに特別の関心をもたない一般の研究者たちにも理論的興味を抱かせられるやり方を工夫しな
がら進めたいと考えており、内容がそれに対応できるように慎重に準備したいと考えている。
また、ワークショップの全体を英語で進めるという方式は、この企画にとっては不可欠である
とともに、法哲学にとっても意義深いことと考える。日本語での質問の英訳などは、司会とし
て嶋津が必要な限りで行う予定である。                  （以上嶋津記） 
 
（2009 度日本法哲学会学術大会ワークショップ応募書より） 
 
 
上記は、日本法哲学会に提出した本ワークショップ開催の申請書から原文のまま載せた。実際
のワークショップの際に微調整を行い、当日の役割分担は以下のようになった。 
【報告者】パメラ・フラッシュ、キャシー・ヘスラー 
【コメント】青木人志、長尾亜紀、古澤美映 
【司会】嶋津 格、野崎亜紀子                        （嶋津記） 
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